
 

■「ルパン三世Ｐａｙ」導入の経緯 

浜中町では、平成 23年（2011年）より

浜中町共通ポイントカード「ルパン三世カー

ド」を発行していた。しかし、平成 30年

（2018年）頃より、ポイント端末機の保守

期限が近づき、新たな端末機への更新が必要

となった。 

また、平成 22年（2010年）度より、町

の支援を受け、プレミアム商品券販売を実

施。地元消費の喚起・購買意欲の向上につな

がったが、若者世帯（世代）への浸透が図ら

れていない実態が浮き彫りとなり、新たな商

業振興策が必要不可欠となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓒモンキー・パンチ／TMS・NTV 

［ルパン三世 Pay］ 

■「ルパン三世Ｐａｙ」について 

「ルパン三世Ｐａｙ」は、浜中町内で利用

可能な電子マネーシステムである。加盟店ま

たは商工会窓口で発行手続きを行う。「ルパ 

ン三世Ｐａｙ」の利用には登録加盟店にてチ

ャージ（入金）が必要であり、「ルパン三世 

Ｐａｙ」を利用できる店舗は「ルパン三世 

Ｐａｙ」システムを配備した加盟店のみであ

る。 

 

決済はＱＲコード方式で、専用アプリをイ 

 

 決済はＱＲコード方式で、専用アプリをイ 

ンストールした iPadで読み取って行う。 

システム導入時に、商工会職員が直接店舗 

を廻って説明し、加盟店数を増やしてきた。

登録店数は、現在 43店舗である。 

令和 4年（2022年）8月 29日から、マ

イナポイントとの連携が始まり、「ルパン三世 

Ｐａｙ」利用者の増加に繋がっている。 

〔マイナポイントキャンペーン〕 

 

■「ルパン三世Ｐａｙ」導入の効果 

 店舗、利用者共に小銭処理がないなどの決

済時の処理負担軽減されることがあげられ、

利用者はボーナスチャージ率がいつも２パー

セント（加盟店負担１パーセント、浜中町補

助１パーセント）なので、常時お得に買い物

ができ、加盟店は町内のみ使用可能な電子マ

ネーのため、域内循環で経済効果が大きい。

釧路市、根室市など近隣市に購買力が流失し

てしまっていたが、「ルパン三世Ｐａｙ」導入

により、最大の目的である町内での消費を増

やすことができた。 

 また、浜中町の協力の下、抽選会等イベン

トを開催し、「ルパン三世Ｐａｙ」を通じて、

地域のコミュニティづくりを進めることがで

き、利用者は年々増加し、町民の生活の一部

として受け入れら始めている。 

 

○商店街等におけるデジタル化対応優良事例 

〈浜中町商工会〉浜中町独自電子マネー「ルパン三世Ｐａｙ」による地域経済の活性化 



■現状と今後の展開 

 現在、高齢者、若者の層の利用が少ないた

め、その層に向けた周知が必要である。 

 既存のレジ機と連携がない、「チャージ」

「利用」の２種類の処理が同時に発生すると

手間がかかるなどの iPadでの決済方法の課

題もある。 

 そうした課題解決に向け、今後はＩＴ導入

補助金などを活用し、スマートフォンアプリ

の導入も検討している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［浜中町商工会］ 

 

 

 

 

 

 

取材先  ■浜中町商工会 

厚岸郡浜中町霧多布東３条１丁目 13 TEL：0153-62-2144 


